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　The sequential spatial body means a space that we can feel a variety of elements from one 
sequence. Most of our experiences of buildings are so boring that we can understand only the 
objective room and we can't understand the whole structure. We propose not only conventional 
theater but theatrical city including water-surface with this design.
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　空間連続体とは、 １つのシークエンスから、さまざま
な要素を感じ取ることができる空間を意味する。
現在建つ建築のほとんどは空間体験が単純になり、その
建物に訪れても、目的の部屋しか理解できず、建物全体
を理解することはできない。
本設計では、形式化された劇場から、開かれた水上を含
めた演劇都市を提案する。
　敷地は東京都中央区晴海 5 丁目にある、晴海埠頭ター
ミナル。計画当時の国際航路の出入港客船数は 40 隻前
後であったが、この建築が建った 1991 年時には 100
隻を超えるほどとなった。しかし 1993 年に竣工したレ
インボーブリッジの桁下の高さ、またクルーズ船の大型
化がすすみ、今では年間に２０隻ほど、月に１〜２回と
低迷している。また現在閉鎖の可能性が出てきている。
　私は空間と空間のつなげ方、関係性に興味がある。そ
れらがシークエンスの中で、どうつながり、積層される
かにより、空間を体験している人に対して、その建築が
印象づけられるのだろうか。
　空間の関係性、つながりを考えるということは、余白
を介して生まれる。「空間」と「余白」、「mass」と「void」
という空間のつながりについて手法を述べている、ル・
コルビジェの建築的散策、レム・コールハースが空間連
続、トラジェクトリーがある。
　どちらも資本主義社会においての建築のあり方につい
て、どうあるべきかを考えている。本研究では、ル・コ
ルビジェの建築的散策路に関しての言及、レム・コール
ハースがトラジェクトリーをつかい、設計した３つの建
築を分析し、空間構成の新たな手法として展開させ、設
計に転換する。
1. はじめに
2. 研究要旨
3. 敷地
　空間連続体を用いる。
　さまざまなプログラムを内包した mass の積み重ねに
より、巨大な void を生成する。１つのシークエンスか
らもさまざまな要素を感じ取ることができ、建物内部に
動線空間を生む。また、自然や、LRT や船などの交通機
関を建築内に引き込み敷地から連続的なかたちで立体的
4. 設計手法
に作ることで、建物を単体としてではなく、都市を延長
した都市の一部となる。
生、下吹越先生には丁寧かつ熱心なご指導をして頂きま
した。この場をお借りしてお礼を申しあげたいと思いま
す。
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5. 結果
　大きく長いエントランスとホワイエの空間、さらに屋
上レベルの大リハーサル室とその前に広がる屋上庭園、
これらもすべてオープンな劇場空間にしたいと思った。
閉ざされた機能、形式的はホールだけが劇場ではなく、
緩やかなエントランスホールの階段も、ホワイエの片隅
もそして屋上庭園も、すべてが劇場になりうる。
まるで、日本の庭園を回遊するときのように、さまざま
に変化する要素を結びつけて、体験者自身がそれぞれの
シークエンスの空間を形成する体験に近い。それは軸船
やグリッドのように一義的に全体が決定される空間とは
本質的に異なる。ホール自体は西欧的な空間形式に踏襲
してしまうが、それらの統合に、ゆったりとした流動的
な空間を導入することで、建築全体を西欧の古典的な劇
場とも、近代主義の劇場とも異なる、もっと自由な劇場
空間となる。
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